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17:30-19:30 

17:30  ファンデルワールス力が主なエポキシ/エポキシ接着界面はエポキシ樹脂よりなぜ

強いのか 
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CFRP の接着構造では、分子間力が主で最も弱いはずの接着界面ではなく、共有結合で架

橋されたエポキシ接着剤中でなぜ壊れることが多いのであろうか？接着剤中のマイクロボ

イドが破壊の起点であろうか？我々は、接着界面付近から局所的に切り出した無欠陥のミ

クロンサイズ微小試験片の引張試験から、分子間力の接着界面は共有結合より強く凝集破

壊が本質的であることを実験的に確認した。FEM 応力分布や別途報告済みの MD 計算か

ら、接着界面から 100 nmー1 µm 離れた接着剤中で破壊するという現象論的モデルを提案

する。また、偶然見つかった弱結合部(weak bond)の破面は正常接着部分とは異なる様相を

示した。 

 

18:30  放射光を用いたマルチモーダル 3D イメージング技術によるアルミニウム合金の水

素脆化挙動の解析 
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金属材料が使用されている自動車や飛行機において、金属の破壊は重大な事故に繋がる恐れ

があることから古くから研究されているが、従来の手法では、破壊が「いつ」、「どこから」、

「どのように」発生・進行していくかを完全には理解できていないのが現状である。我々は、

放射光施設 SPring-8 において、破壊の様子を直接観察できる X 線 CT および金属材料の様々

な情報を得ることのできる X 線回折コントラストトモグラフィー法を組み合わせたマルチ

モーダル 3D イメージング技術を開発した。本技術を、高強度アルミニウム合金の水素脆化

挙動の解析に適用したところ、従来、定説とされていた転位に起因した破壊メカニズムとは

異なる真のメカニズムを明らかにした。 
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